
←板橋方面

本郷・小石川方面→

JR巣鴨駅
庚申塚

真性寺現在地

現江戸橋通り

町屋
町屋

はじめに

嘉永５(1852) 年の巣鴨周辺と現在の地図
（江戸切絵図を基に作成、実際の範囲とは異なる可能性があります）

（1）

　巣鴨地域一帯には、地域の名前を冠した「巣鴨遺跡」があります。

1991年以降、現在までに100を超える地点で本格的な発掘調査が行

なわれてきました。この数は豊島区内の遺跡では最も多いものとなっています。調査

件数が増えるにつれて、旧石器時代から江戸時代、さらにはアジア・太平洋戦争以前

までの多様な時代の遺
い こ う

構や遺
い ぶ つ

物が巣鴨の地下に残されていることがわかってきました。

　江戸時代の後期、巣鴨町は江戸六地蔵の一つがある真
しんしょうじ

性寺を中核として、中山道

（現在の地蔵通り～国道17号）に沿ってひろがっていました。この町は、18世紀初

頭に巣鴨村の中を通る街道沿いに形成され、延享２（1745）年には町奉行支配地と

なったと文献に記されています。

　これまでに巣鴨地区で行なわれた発掘調査では、江戸時代の人々が残した生活の痕

跡が発見されています。それらを細かく検討してみると、18世紀の中頃以後、遺
い ぶ つ

物

や遺
い こ う

構が急に増加する事が判ってきました。つまり町奉行支配地となったのに前後し

て、この地域の人々の生活が大きく変化していったことが推定できるわけです。

　この度の展示では、巣鴨遺跡に初めて鍬が入られ、江戸時代後期の町家跡が発見さ

れた、中
な か せ ん ど う た い む

山道待夢（巣鴨地域文化創造館）地点の調査成果をご紹介します。
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（2）

　植
しょくさいこん

栽痕やゴミ穴は基本的に、庭として利用された空間に

残されているものです。このような遺
い こ う

構の配置からは、調

査地区の南半分が主に庭として使われていた状況が考えら

れます。そして、恐らく、すでに壊されていた北側に中山

道に向いて軒を連ねていた建物（町家）があったのでしょう。

　ゴミ穴も数多く、深さ３ｍを超えるような大

きなものを含めて、14 基程が発見されています。

　 こ の 他 に 井 戸 ２ 基、

地
ち か む ろ

下室２基などがありまし

た。これらの遺構は複雑に

重なりあっており、ここが

長年に渡り繰り返し使われ

ていたことを示しています。

　しかし、通りから奥まった南側では比較的

多くの情報を得ることができました。この

地区の調査で目立っているのは、私たちが

植
しょくさいこん

栽痕と呼んでいる庭木を移植する時に残さ

れる円形の掘り込みです。33 基が発見され

ました。

　江戸時代には巣
す が も ま ち か み ぐ み

鴨町上組の範囲に含まれ

ていたこの地区の調査では、中山道沿いの

部分が大きく破壊されていたため、残念な

がらこの辺りの様子はあまりわかりません

でした。
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有田や瀬戸で生産された磁器の器（左：碗類、右：皿・鉢・碗蓋）

調理具や灯火具、植木鉢など様々な日用品が出土

出土した下駄
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　ゴミ穴などからは、江戸後期を中心に数多くの遺物が出土しました。遺物を見てみ

ると、有田や京都、信楽、瀬戸、堺などで生産された焼き物が多いです。白い器（磁

器）では飯
めしちゃわん

茶碗・湯
ゆ の

呑み・皿・鉢などの飲食器が出土しています。

　こうした豊富な資料から、どのような生業 ( 商い ) が考えられるでしょうか。江戸

後期の史料には、この辺りが「荒物屋 嘉七（近江屋）」と記されています。様々な日

用品を取り揃えていたミセならば、出土した遺物の種類の豊富さも納得がいきます。

近隣の住人は、何か必要なものがあれば、「近江屋を覗いてみるか」となったことでしょ

う。あるいは、荒物屋だけではなく、周辺の店や住人のゴミを含んでいるとも考えられ、

共有スペースとしての庭空間であったのかもしれません。

　また、擂
すりばち

鉢や焙
ほうろく

烙といった調理

具も見られます。このほか、植木鉢、

灯
と う か ぐ

火具、煙
き せ る

管、硯
すずり

、土製玩具、簪
こうがい

、

さらに地中では腐りやすい下駄も

見つかっています。

巣鴨まちかど遺跡ミュージアム

中山道待夢を発掘する
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